
給炭働関 (スト ー カヱンジン， 図 1) 蒸気機関が用し、られ

る。ポイラの蒸気分配箱より蒸気を滋き，この繊闘を回転し，

その回転を lêl illiJ給依般に伝えその送りねじを駆動する。 E見在国

鉄で使用している給炭駿闘の製自を示せばっき.のとおりである。

形式 横形復即J

使用蒸気圧 常用最大

非常設大

)tl. ~;~Wf し回転数常用最大

非常最大

5 kg/cm' 

16kg/cm' 

300 回転/毎分

360 回転/毎分

シ リ γ 〆数一直径×行程 2ー 1 20X120mm

この峨l刻で自動給炭機を駆動する場合， 蒸気圧は通常 2-3

kg/cm ' で J'J'!fdlできるのと ， 給t提起量1M!を炭水車 ßIIIに取付けてい

るものでは，機関車段水車聞を連結する蒸気ホースをいためな

いため，常用 5 kg/cm ' までに制限するよう， 5 kg/cm ' に調整

した安全弁を装備しているが， 給炭機のクラッシヤに大きな見

炭などをかんだ場合には運転が停止することもあるので，その

場合は一時的にポイラ圧の 16 kg/cm ' まで蒸気圧をかけられる

ようになってい る。

自動給炭機 (ストー力， 図ー2) 駆動iI4U(!照号 18 ， 19 ，20) ， トラ

フ(照号 76) ， 送りねじ，コ γベヤ(f被号 72，73) ，繰り出し(!煎号

53) などからなっている。 ト ラ フは炭水平の百~部，石炭廊下に

取付けられ， この底部に後送りねじ(!照号 65) がある。石炭は

石炭庫底部よりトラフの一部iに落ちこみ， 後送りねじの周闘を

おおう。コ Yベヤは，この ト ラフの前端と段以!111のたき口に取

付けられた繰り出し口とをつなぎ， 2 個の玉継手を持ち ， ~費関

11ï と炭水11ï問の機動にそなえている。コンベヤの中には中送り

ねじ (1!日号 66) ，前送りねじ(J照号 68) があり ， コ γベヤの玉継

手部に当る 位置で自在継手 (!l百号 21 ， 22 ，67) によって連結され

ている。

作用はっき‘のようになっている。前記給政機関， 自動給炭織

のほかに逆l伝弁を備えているので， まず逆転弁のハ γ ドノレを正

問伝の{立ti1において蒸気!1日滅弁を開くと給炭機|誕lは始動する。

給炭機関のクラ γ? Jliffi(区Il!照号 45) の回転は自在継手を経て

駆動軌に伝わり ， トラフ後部の減速歯車(図ー2 [以下同じ)!!自号

15 ， 1 6 ，59 ，60) を回す。この歯車の歯数比は国鉄現用のものは 1 ・ 20

となっており， ここで減速されて後送りねじに伝わる。後送

りねじが回転すると，石炭庫より落下した石伏は送りねじの羽

根によって前方に:j1Jl し出され， トラフの前端にあるクラッ γ ャ

(J照号 69) によって破砕された上，中送りねじ(J~号 66) 前送り

ねじ(!照号 68) と順次に送られ繰り出し口にi主する。繰り出し

口には散布台(Il日 J，}64) 笑内爽(J!Ç1号 78) およびノズノレ箱(J!自号 1 )

などがあり，送りねじによって送られ散布台上に落下した石炭

は，ノズノレ箱の制11穴から噴出する蒸気によって火室内に散布さ

れる。散布台には火室内各方面に向った案内仕切があり，ノズ

ノレ箱より 噴出する蒸気は l 倒の主弁と 5 個の止弁をもったノズ

ノレ分配弁に より ， 各方向に対し任意のl噴射力が得られるから，案

内裂の操作と相まって希望の石炭散布状態が得られる。タラッ

じどう こ う方弘

閉により，必袈以上の 2 次空気が火室内に進入し，燃焼ガス jl~t

度を下げる欠点などが除かれる。 と くに重抗列車を 5 1 1，、て辿絞

上り勾配(こうばい)を巡転する場合な どには， 乗務ぬの労子会経

i滅は非常なものである。(苅桑五六)

しどうけん 指導券 (英) pilot ticket 指導通信式 (事故の

丈め臨時に単線五I!転を行う ときに指導者 ・ 指導券と通信との日i

用によ って子Ij耶五I! ij民の安全を保つ方式)または指導隔時法(事故

のため主ìí線運転を行う必裂のあるときに通信も断絶した場合に，

指導者 ・ 指導券と限時法との併用によっ て列I! i運転の安全を保

つ方式)を施行して列車を運転するーときで， 同一方向につづいて

2 以上の列車があるとき ， 先

発する列車に対して.指導

者と同じ性絡をもたせるため

に人のかわりに券を交付する

が，この券を指導券 とし 、う。

指導券も 本 illí券と同じように

しチケ ッ ト 1 と呼ばれること

がある。指導通信式または指
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導隔I時法では，指導者は 1 閉塞(へいそく)区H駒こ 1 人だけにか

ぎられているので， f.亭11工場から同一方向に 2 以上の列車を出発

させようとするときには， 先発する列車に対しては指導券を使

用し ， これに問答区間両端の停車場名， 発行年月日および使用

させる列車の番号を記入し，指導者から機関士に交付するので

ある。

指導券は指導者のいる停車場からでなければ発行できない。

これは指導通信式または指導隔持法て'は， 指滋者の選定を l 名

にかぎり，しかもこの指導者のいる停車場からだけ列車を出発

させることを，唯一の保安方式としているので，指滋券も指滋

者とその発行方を結びつけて， 安全確保の方法としているので

ある。(三和逮忠)

じどうけんばいき 自動券売器

乗車券類を発売する後械で来事券

自動発売骨量とも呼ばれている。手

動式と fE重方式とがあり，手動式は

硬貨を投入して手!TtlJにより ， また

電動式は硬貨を投入することによ

って電気操作により，発行年月日

が押なつされた衆車券類が出る仕

組になっている。現在の後械は単

一種類の発売機械であるため，発

売枚数の多い古11市および近郊の駅

において ， 短区間乗車券または入

場券等の発売に使用している。

(平林喜三造)

じどうこうかんき 自動交換後

(英) automatic exchan"ge board 

交換取扱者の媒介によらず， 力日

Y ャに大きな !:J!W買をかみ，またはコンベヤの玉継手部に築物が 入者自ら電話題襲付属のダイヤノレを

つかえて送りねじの回転が止 ったときは，逆転弁のハ γ ドルを 回し，交後室に装置された殴械を

逆転位i世におけば機関が逆転するので， これを 1-2 回繰り返 動作させて，自動的に相手!1日入者

えすことによって大体支障なく送炭が行われる。この自動車告炭 を呼出し通話する装置。

|畿は送りねじの回転数を毎分 15 とした時 ， 侮時 2 ， 300 kg の送 l 沿 lf: 
IitE:を得られる。 自動交換般に|刻する考案は 1877

自動総依装置Eの特長は，小量:のたき火からポイラ能力一ばい 年頃から米国でなされていたが突

の多誌のたき火までを ， 1 JIIllの弁部i盤によ って自由に行うこ と 用化されず， その後 1889 年エ ー ・
ができ，また手だきの場合の投炭ごとのひん繁なたき口戸の関 ピー ・ ストロージャ ー沃が現在使 自動券売総
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